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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  見附市立見附特別支援学校                

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      ☑特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒954－0034   

       新潟県見附市月見台１丁目 10番 74号          

  E-mail  mitoku@mitsuke-ngt.ed.jp                

  Website   http://www.mitsuke-ngt.ed.jp/~mitoku/         

  児童生徒数  男子  ２４ 名   女子 ２６ 名  合計 ５０ 名 

        児童・生徒の年齢 ６歳～ 18歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

☑ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

☑ 防災 

□ 食育 

☑ 伝統文化 

☑ そのほか（他者との交流による関わることの楽しさの学び） 

 

 

 



 2 

 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

（１） １年間の主な活動内容 

① 近隣校との交流活動 

 市内の小学校や中学校との交流活動を継続して実施している。特に廊

下でつながっている名木野小学校との交流は、運動会、避難訓練などの

行事交流や昼休みを利用した日常的な交流に取り組んでいる。また、児

童生徒の居住地校との交流も小学部を中心に盛んに行われた。 

５月   ：名木野小学校との運動会（小・中） 

      南中学校とのプランター交流（中） 

９月～３月：今町小学校、葛巻小学校との居住地校交流（小） 

      居住地校の児童生徒と音楽、体育、校外学習に参加した。 

１０月  ：田井小学生を迎えてのハロウィン集会（小） 

１２月  ：県立月ヶ岡特別支援学校との交流（高） 

 

②  ユネスコスクール校同士の作品交流 

同じくユネスコスクールに加入している、福岡県大牟田特別支援学校

と児童生徒の活動の様子の写真や作品を交換し交流を行っている。 

 

③  障がいのある子の社会的自立を支えるためのネットワーク作り 

     特別支援学校の児童生徒は、卒業後自立し、地域社会で活躍すること

を大きな目標としている。社会自立に向けての実習の場、地域資源を利

用した子どもたちの学習の場などそれぞれの活躍の場や卒業後の生活を

踏まえ地域、学校、職場、福祉等と社会自立を支えるためのネットワー

ク作りを行っている。 

     ６月：前期職場実習（高） 

       ：市内特別支援学級、特別支援学校親子交流会 

    １０月：障がいのある子の社会的自立を支えるためのネットワーク会議 

    １１月：後期職場実習（高） 

 

④  集会活動での異年齢交流 

全校で行われる集会活動では、小学部から高等部まで異年齢の児童生

徒が一緒に活動し、関わっている。高等部生徒を中心にリーダーとなり

集会を運営していく。小学生は高等部の理想的なモデルを模倣しながら

積極的に活動している。中学部高等部の生徒は小学部の生徒を助けたり

頼りにされることで、自己有用感が向上している。 

 

⑤  エコ活動の取組 

 ネーブル見附などで、緑の募金運動に参加し、地域の皆さんと関わり

ながら木の苗と花の種を配布した。また、よく利用するフラワーロード

等、学校周辺でゴミ拾いを行い、身近な環境について意識付けを行った。 

 高等部の作業学習において、ペットボトルのエコキャップ分別、反故

紙を利用した和紙づくりを行ったり、さつまいものツルをリサイクルし
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てリースづくりをしたりする活動を通して、３Ｒを実践した。 

 また、市の取組の一環として、ゴーヤのグリーンカーテンを育成し、

校内の気温を平均４度下げることになった。児童生徒や苗植えや水やり

等、できる範囲で取り組んだ。 

 

⑥  防災教育について 

 年４回の避難訓練では、事前事後学習を子どもの実態に合わせて行う

とともに、防災教室も開催した。小・中学部では、自分の身の回りの災

害について知り、身を守るための方法を親子で考えること、非常食を試

食することで、保存方法や保存期間を知ったり、そのほかに備えるべき

ものを考えたりした。高等部では、非常持ち出し袋を基に、災害時の備

えについて考えた。 

 

   ⑦ 見附祭りへの参加 

     児童生徒、保護者、教職員の希望者を募り、地元の見附祭りにおける

「樽はやし」に参加した。今年度は７月２５日（月）に開催され、市内

各団体が参加する中、当校は総勢４１名で参加した。 

     樽太鼓を打ち鳴らしながら、祭り囃子にのって、市の中心街を練り歩

き、地域の伝統行事を体験した。 

 

 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

☑ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 
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⑥防災教育（小中学部） 

⑤エコ活動の取組 

（リースづくり、グリーンカーテン） 

③障がいのある子の社会的自立を

支えるためのネットワーク会議 

②福岡県大牟田特別支援学校へ送

った小学部児童の共同作品 
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